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今日のテーマ

•今までのアルカリ矯正の見直し

•薬剤の種類・スペックを理解することでＳＴやwaveにも応用

•髪の種類・ダメージを見極める 塗分け

•髪を曲げるアイロン操作、トリートメントで曲げる



今までのアルカリ矯正の見直し

• tamosantamosantam
osan

• インスタでいつも分か
りやすい 内緒で運用
すいません

• https://www.instagra
m.com/p/DYVriUYj-
0Y/?img_index=1&igs
h=b3o5eXl3Z3F6OXF1
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薬剤の種類・スペックを理解することで
ＳＴやwaveにも応用



髪の PHと アルカリ の関係





• PH・アルカリ度について

•アルカリ性領域 PH8から膨
潤が急上昇

•酸性領域 中性からPH3.5まで
安定



縮毛矯正の失敗を見える化！「図解で３つを
理解」アルカリ性・酸性の特徴と過還元





縮毛矯正の過還元はアルカリ暴走で起こる！



































• PKA

•還元剤が

•動けるPH

•のこと

















毛髪内の結合において
• 水素結合

• 水で切れるが乾くとくっつく

• ドライヤブロー・ アイロン

• イオン結合

• ＰＨ移動による パーマが当たる部分

• ペプチド結合 一番強力な結合

• 鉄筋コンクリみたい・一度切れると治らない

• くせ毛の種類について

• コルテックスの

• 親水性のS-S結合オルトコルテックス

• 疎水性のS-S結合パラコルテックスの分布の

• 偏りがクセになる

• 両方に作用する薬剤が必要

• 複合還元という



還元剤について 還元度（TG値）

•
薬剤を使って髪の内部にあるイオン結合（シスチン結合）を切
る量
強い程、良く反応する。TG値1～10くらいまで



還元剤の目安
• 傷まないような薬剤の作り方。
• ※ＰＨが強いと痛ませてしまう＝ビビ毛の原因ので、適切なＰＨ，
必要な還元剤の量を考える。

• STにおけるPH
• 健康毛 PH8くらい ※ｷｭｰﾃｨｸﾙを膨潤させるアルカリ度
必要

• 6.7ﾄｰﾝカラー毛 PH6-7
• 10ﾄｰﾝカラー PH5-7
• ブリーチ PH4-5
• ビビリ毛 PH3-５



• 還元値
• 健康毛 ＴＧ 8-10
• 6.7ﾄｰﾝカラー毛 6-8
• 10ﾄｰﾝカラー 4-6
• ブリーチ 3-4
• ビビリ毛 1-2-3
• 上記知識をベースに、メーカー（例ルベルＨＩＴＡ）のレシピを見
ると失敗が少なくできる。

• 健康毛＝ ハード カラー毛＝ノーマル ダメージ毛＝酸性・・
• 薬剤スペックが分かると、薬剤の作り方が見えてきます。自分の
使いやすい配合で慣れ経験則が一番です



今使用している薬剤
のスペック



フィヨーレ

• 【エキストラハードタイプ】Ec1
チオ換算濃度＝6.7 pH 9.4 / アルカリ 9.1

【ハードタイプ】Hc1

チオ換算濃度＝6.1 pH 8.9 / アルカリ 5.5

【レギュラータイプ】Rc1
チオ換算濃度＝6.1 pH 8.4 / アルカリ 4.5

【ソフトタイプ】Sc1
チオ換算濃度＝4.2 pH 8 / アルカリ 1.5

【ノンアルカリソフトタイプ】Ac1
チオ換算濃度＝2.2 H 5.9 / アルカリ 0
内容量400g



Lebel ルフォール

• 《ルベルルフォール H1のスペック》
・pH:9.2
・TG換算(%):6.8
・アルカリ(ml):6.5

《ルベルルフォール N1のスペック》
・pH:8.8
・TG換算(%):6.5
・アルカリ(ml):2.0

《ルベルルフォール S1のスペック》
・pH:7.5
・TG換算(%):4.5
・アルカリ(ml):0.4



くせ毛の種類





•捻転毛は、髪の形状自体がね
じれているくせ毛です。

•不規則な間隔でねじれている
ので、光がきれいに反射しに
くく、パサついて見えやすい
です。

•【捻転毛の見分け方】

•手触りにざらつきがある

•太さが均一ではなく、部分的
に歪んでいる



•縮毛は、細かくちぢれているく
せ毛です。

•他のタイプに比べてくせ毛が強
く、アフロのような髪に見える
こともあります。

•【縮毛の見分け方】

•手触りがごわごわする

•根元から毛先まで均一にちぢれ
ている





•健康毛のくせの強さで

も薬剤が変わる





髪のダメージレベル



•既ストレート部の塗分け

•くせ戻りあるかないか

•ダメージも





アイロンで曲げる
https://www.instagram.com/reels/DXEegPTyx_J/
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